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第
二
条
第
三
項
中
「
特
例
損
失
金
額
（
次
条
に
お
い
て
「
特
例
損
失
金
額
」
と
い
う
。）」
を
「
損
失
対
象
金
額
」に
、

「
有
す
る
法
第
四
条
第
一
項
」
を
「
有
す
る
同
条
第
一
項
」
に
改
め
、「
及
び
次
条
第
五
項
」
を
削
り
、「
平
成
二
十
三
年

分
」
の
下
に
「
以
後
の
年
分
で
当
該
親
族
資
産
損
失
額
が
生
じ
た
年
分
」
を
加
え
、「
平
成
二
十
三
年
に
」
を
「
当
該
親

族
資
産
損
失
額
が
生
じ
た
年
に
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
の
う
ち
法
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
確
定
申
告
書
、
修
正
申
告
書
又
は
更
正
請
求
書
の
提
出

の
日
の
前
日
ま
で
に
し
た
も
の
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
所
得
税
法
第
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
所
得
税

法
施
行
令
第
二
百
六
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
支
出
」
と
あ
る
の
は
、「
支
出
（
東
日
本
大

震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
項
（
雑
損
控
除
の
特
例
）
に
規

定
す
る
確
定
申
告
書
、
修
正
申
告
書
又
は
更
正
請
求
書
の
提
出
の
日
の
前
日
ま
で
に
し
た
も
の
に
限
る
。）」と
す
る
。

第
三
条
第
三
項
中
「
特
例
損
失
金
額
」
を
「
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
例
損
失
金
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
特
例
損
失
金
額
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
を
削
り
、同
条
第
六
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、

同
条
第
七
項
を
同
条
第
五
項
と
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
の
う
ち
法
第
六
条
第
五
項
に
規
定
す
る
確
定
申
告
書
、
修
正
申
告
書
又
は
更
正
請
求
書
の
提
出

の
日
の
前
日
ま
で
に
し
た
も
の
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
棚
卸
資
産
震
災
損
失
額
」
を「
棚
卸
資
産
損
失
対
象
額
」

に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
る
。

第
六
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
削
る
。

第
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
条

削
除

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
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名

御

璽

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

法
人
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
三
百
九
十
号

法
人
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制

定
す
る
。

法
人
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
十
六
条
第
一
項
中
「
補
て
ん
さ
れ
る
」
を
「
補

さ
れ
る
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
滅
失
し
」
を
「
滅
失

し
、」に
、「
当
該
滅
失
」
を
「
そ
の
滅
失
」
に
、「
附
随
費
用
」
を
「
付
随
費
用
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

二

災
害
に
よ
り
当
該
資
産
が
損
壊
し
、
又
は
そ
の
価
値
が
減
少
し
た
場
合
そ
の
他
災
害
に
よ
り
当
該
資
産
を
事
業

の
用
に
供
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
災
害
の
や
ん
だ
日
の
翌
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た

日
（
大
規
模
な
災
害
の
場
合
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
三
年
を
経
過
し
た
日
）
の
前
日
ま

で
に
支
出
す
る
次
に
掲
げ
る
費
用
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
費
用
に
係
る
損
失
の
額

イ

災
害
に
よ
り
生
じ
た
土
砂
そ
の
他
の
障
害
物
を
除
去
す
る
た
め
の
費
用

ロ

当
該
資
産
の
原
状
回
復
の
た
め
の
修
繕
費

ハ

当
該
資
産
の
損
壊
又
は
そ
の
価
値
の
減
少
を
防
止
す
る
た
め
の
費
用

第
百
十
六
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

災
害
に
よ
り
当
該
資
産
に
つ
き
現
に
被
害
が
生
じ
、
又
は
ま
さ
に
被
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
見
込
ま
れ

る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
資
産
に
係
る
被
害
の
拡
大
又
は
発
生
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

た
め
の
費
用
に
係
る
損
失
の
額

附

則

１

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
法
人
税
法
施
行
令
第
百
十
六
条
第
一
項
（
第
二
号
及
び
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）（
災
害
に
よ
る

繰
越
損
失
金
の
範
囲
）
の
規
定
は
、
法
人
（
法
人
税
法
第
二
条
第
八
号
（
定
義
）
に
規
定
す
る
人
格
の
な
い
社
団
等

を
含
む
。
以
下
同
じ
。）の
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
に
お
い
て
生
ず
る
同
項
第
二
号
又
は

第
三
号
に
掲
げ
る
損
失
の
額
に
つ
い
て
適
用
し
、
法
人
の
同
日
前
に
終
了
し
た
事
業
年
度
に
お
い
て
生
じ
た
改
正
前

の
法
人
税
法
施
行
令
第
百
十
六
条
第
一
項
第
二
号
（
災
害
に
よ
る
繰
越
損
失
金
の
範
囲
）
に
掲
げ
る
損
失
の
額
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

財
務
大
臣

安
住

淳

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

政
令
第
三
百
九
十
一
号

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令

内
閣
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
十
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律

の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
二
十
九
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第

百
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
十
五
条
」
を
「
第
十
五
条
の
二
」
に
、「
第
二
十
九
条
」
を
「
第
二
十
九
条
の
七
」
に
、「
第
三
十
二
条
の

二
」
を
「
第
三
十
二
条
の
三
」
に
、「
第
三
十
七
条
」
を
「
第
四
十
一
条
」
に
、「
第
三
十
八
条
・
第
三
十
九
条
」
を
「
第

四
十
二
条
・
第
四
十
三
条
」
に
改
め
る
。

第
一
条
第
三
項
中「「
事
業
年
度
」」の
下
に
「
、「
中
間
申
告
書
」」を
、「「
棚
卸
資
産
」」の
下
に
「
、「
確
定
申
告
書
」」

を
加
え
、「
、「
適
格
現
物
分
配
」、「
適
格
合
併
」、「
合
併
法
人
」」を
削
り
、「「
連
結
事
業
年
度
」」の
下
に
「
、「
連
結
親
法

人
」、「
連
結
確
定
申
告
書
」、「
連
結
完
全
支
配
関
係
」、「
連
結
所
得
」、「
適
格
合
併
」」を
加
え
、「「
分
割
承
継
法
人
」、「
被
現

物
出
資
法
人
」、「
被
現
物
分
配
法
人
」」を「「
適
格
現
物
分
配
」」に
、「「
連
結
親
法
人
」、「
連
結
完
全
支
配
関
係
」、」を「「
合

併
法
人
」、「
分
割
承
継
法
人
」、「
被
現
物
出
資
法
人
」、「
被
現
物
分
配
法
人
」、「
連
結
中
間
申
告
書
」
又
は
」
に
改
め
、「
又

は
「
連
結
所
得
」」及
び
「
、
第
五
号
、
第
七
号
」
を
削
り
、「
第
十
三
号
」
を
「
第
十
四
号
」
に
、「
第
二
十
一
号
」を「
第

二
十
三
号
」
に
、「
第
二
十
三
号
か
ら
第
二
十
五
号
ま
で
、
第
二
十
九
号
」
を
「
第
二
十
七
号
、
第
二
十
八
号
」
に
、「
又

は
第
三
十
四
号
」
を
「
、
第
三
十
五
号
又
は
第
三
十
六
号
」
に
、「
、
棚
卸
資
産
」
を
「
、
中
間
申
告
書
、
棚
卸
資
産
、

確
定
申
告
書
」
に
、「
適
格
現
物
分
配
、
適
格
合
併
、
合
併
法
人
、
連
結
事
業
年
度
」
を
「
連
結
事
業
年
度
、
連
結
親
法

人
、
連
結
確
定
申
告
書
、
連
結
完
全
支
配
関
係
、
連
結
所
得
、
適
格
合
併
」
に
、「
分
割
承
継
法
人
、被
現
物
出
資
法
人
、

被
現
物
分
配
法
人
」
を
「
適
格
現
物
分
配
」
に
、「
連
結
親
法
人
、
連
結
完
全
支
配
関
係
、」を
「
合
併
法
人
、
分
割
承
継

法
人
、
被
現
物
出
資
法
人
、
被
現
物
分
配
法
人
、
連
結
中
間
申
告
書
又
は
」
に
改
め
、「
又
は
連
結
所
得
」
を
削
り
、
同

条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

第
六
章
に
お
い
て
「
酒
類
」
と
は
、
法
第
二
条
第
四
項
第
三
号
に
規
定
す
る
酒
類
を
い
う
。

Ÿ 
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